






 

 

2013 年度第 1 回 定期総会報告 
 

２０１３年４月より障害者自立支援法から「障害者の日常生活及び社会生活を総合的

に支援するための法律」＝自立を目指すのではなく基本的人権を享有する個人としての

尊厳にふさわしい生活を目指し、障害の有無にかかわらず一人ひとりの人格と個性を尊

重して安心して暮らすことのできる地域社会の実現に寄与することを目的とした「障害

者総合支援法」に改められました。 今回の法改正によって今までと何が変わって行く

のか? 私たち愛実の会が理念に掲げた地域社会に開かれた施設としても、その役割を再

考していく１年となるよう努めてまいります。 

 

★ 事業報告 

生活介護事業(利用者３１名)を中心に居宅介護及び移動支援そして緊急時対応の独自

サービスを実施して来ました。生活介護では３部門（愛実友だちの家・大地の家・紙風

船）で家庭的な雰囲気を大切に笑顔いっぱい、楽しい日中活動の場となっています。 

会報以外でも各ブログにてそれぞれ紹介をしていますので是非ご覧ください。 

 

現在の法人職員総数４１名－介護アシスタントをはじめ送迎・給食・事務・清掃等、

多くのスタッフによって成り立っていますが、介護スタッフは手いっぱいで、現在パー

ト３名を募集中です。居宅事業の課題も人材不足にあり、新たなニーズへの対応が困難

な状況にあります。独自サービスについては、昨年度１９件ありました。 緊急時につ

きましては出来る限りの対応を配慮しています。 

 

★ ２０１２年度会計報告 

決算報告では一昨年度の赤字から、高めの目標を立てましたが予算を上回る収益とな

り、移転事業(２０１０年度３月)からの借入金も昨年度６７０万円を無事返済すること

が出来ました。（借入金残高２，８００万円） 尚、決算書につきまして、従来の収支計

算書から活動計算書へ変更となっています。会計監査を受け、右のとおりご報告させて

いただきました。 

また、下記の総会議案はすべて滞りなく審議され承認されました。 

 

愛実の会 正会員数５１名（２０１３年５月２５日現在） 

 

議案Ⅰ ２０１２年度事業報告 （決算及び監査報告） 

① 法人概況  ② 生活介護 (愛実友だちの家・大地の家・紙風船) 

③  居宅介護  ④ 各管理部門 (健康・給食・車両・防火防災・ホームページ・会報) 

 

議案Ⅱ ２０１３年度事業計画及び予算案 

 

議案Ⅲ 定款変更の件 

  「障害者自立支援法」から「障害者総合支援法」の法改正に伴う文言の変更。 
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前期繰越正味財産額 35,498,735

次期繰越正味財産額 40,802,704

税引前当期正味財産増減額 5,372,469
法人税、住民税及び事業税 68,500
当期正味財産増減額 5,303,969

　　経常費用計 116,978,214
当期経常増減額 5,372,469

管理費計 4,113,198
（2）その他経費 1,493,198

管理費
（1）人件費 2,620,000

その他経費計 33,429,910
事業費計 112,865,016

就労支援事業費 593,963
その他事業費 5,131,157
雑費 13,332

リース料 1,748,565
給食費 2,585,819
教養娯楽費 1,250,695

保険料 1,535,292
事務消耗品費 1,521,525

水道光熱費 1,704,829
賃借料 6,124,546
減価償却費 6,538,865

通信運搬費 330,475

会議費 74,841
旅費交通費 3,154,396

諸謝金 903,000
印刷製本費 218,610

（2）その他経費

事業費
（1）人件費 79,435,106

Ⅱ 経常費用

受取利息 6,771
雑収益 691,949 698,720

116,215,238
その他収益

　　経常収益計 122,350,683

３）移動支援事業収益 116,800

生活介護事業収益 108,179,222
食事収益 2,679,495
就労支援事業収益

４）独自サービス事業収益 37,500

464,870

事業収益
１）生活介護事業収益 111,323,587

２）居宅介護事業収益 4,737,351

受取助成金 53,140 53,140
受取寄附金 5,235,585 5,235,585

2012年度　NPO法人愛実の会　　決　算　報　告（活動計算書）

正会員受取会費 148,000 148,000

平成24年4月1日～平成25年3月31日まで
科　　目 　　　　　　　　　　　　　　　　金　　額　　　　　　　　　単位：円

Ⅰ 経常収益
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＜メンバーの思い＞ 
「紙風船と出会って」 

 戸谷 真也 

改めまして、こんにちは。紙風船メンバーの戸谷真也です。紙風船に通うようになってか

ら、あっという間の１年２カ月でした。僕が初めて紙風船と出会ったのは小学生の頃、人形

劇「モコちゃん」を観たのが最初です。僕はその後も「ボーちゃん」などを観ていたので、

ずっと前から紙風船の事を知っていました。紙風船は人形劇をやってるみんなが明るくてい

いなあと思っていました。そして中学生の時に港養護学校の先生が「将来は紙風船に入って

みないか？」と進めてくれた事が、紙風船に入りたいと思うきっかけになりました。 

絶対入れると思っていなかった紙風船に入れると分かった時はやったあ！と思いました。

もしもあの時先生が声をかけてくれていなかったら、今僕は紙風船にいなかったかもしれま

せん。 

 僕は、「ポンタとたっくん」のゴンザレス（たぬき）役で初めて舞台に立ちました。人形が

動かせるかなあと緊張でいっぱいだったけど、お客さんから「よかったよ！」と言ってもら

える人形劇をできる紙風船はすごいなと改めて思いました。今は「ボーちゃん」のさる役と

しても人形劇に参加しています。役者としてお仕事できることが嬉しいです。これからも人

形劇を長く続けていけるといいなと思っています。よろしくお願いします。 

 

 

＜協力者の思い＞ 
「出 会 い」 

石川 裕右 

私が紙風船と出会い１年が経ちました。私は、いままでに色々な仕事を経験してきました。

小学校から新聞配達、中学は中華料理、卒業して建築（鳶、土木、左官、電気）、コンビニ、

劇団といろいろ転々としました。私には家庭の事情で、母親代わりをしてくれたのが母方の

祖母がいました。祖母は自分の子どものように、私のことを可愛がってくれました。そんな

祖母は私が東京で劇団に６年いる間に「裕右に会いたい」と最後に話し亡くなりました。祖

母の死に目にも会うこともできず、なにも恩返しできないまま、亡くなってしまったことが

今でも心に残っています。そして、これが私の介護職に就く原点となりました。 

劇団も上手く行かず名古屋に帰り、職業安定所へ仕事を探しにいきました。職業安定所の

方がとても親身に話しを聴いてくれ、私に介護の仕事を詳しく教えて下さり「貴方はとても

いいものをもっている。笑顔を大切に」と介護の仕事に就けるよう応援をしてくれました。

これも私の大切な出会いだと思っています。今は、愛実の会の方々と出会い、仕事も丁寧に

教えて下さり、今では介護の仕事にやりがいを感じています。とても感謝しています。これ

からも出会いを大切にして、またメンバー、アシスタントと力を合わせ、一歩一歩前へ進み

たいと思います。宜しくお願いします。 
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南  寿 樹 

「先生、算数の宿題やりたくない。だって難しすぎるもん」雄太（小 4）が訴えに来た。 

（えっ？難しい？授業ではできたのに…）私は信じられない気持でいっぱいになった。 

学生時代には塾の講師をはじめ家庭教師で延べ２０人の子を教え、評価も受けてきたので教

え方には自信がある。しかし「僕もわからなかった」と昭夫も言い、さらに「算数の授業が

分からないからいやだ」と他の教師に相談する子も出てきて私の自信は一気に崩れた。 

（なぜ？）・・・初めは自分を守ること（自己防衛）で精いっぱい。子ども側に原因があるの

だろうと「もしかしたら子どもたちは、学習障害ではないか？」と同僚に相談する始末。も

ちろん心の中のもう一人の自分はそんな馬鹿げた仮説が成り立たないことなどわかっている。

でもどうしたらいいのかわからない。―――悩んだ日々の果てにわかったことは、指導内容

や指導方法のレベルのことではなく、それ以前のまさに根本的なことであった。 

『わかり方の探求』佐伯胖（小学館）に「その子どもの現在の『様子』をあれやこれやの

形容詞で特徴づけることをあくまで拒否して、その子どもの内側から、そのように『なって

いる』ことを、自らがそう『なっていく』こととして体験しなおしてみよう」とある。 

自分なりに言えば、その子に自分の身を置き換えて考えてみようということだ。 

思い当たることがあった。 

例えば、「計算のくふう」で２５×１２を簡単にするために２５×４＝１００を使って、 

２５×１２＝（２５×４）×３＝１００×３＝３００とする場合、自分なら当たり前にわか

ることでも子どもの内側の世界に入ってみると違っていた。雄太が言う。「どうして４なのか

がさっぱりわからん」それに対し「２５ｍプールを４往復すると１００ｍだろ」と私。「わか

ったような、わからんような」と昭夫。子どもの内側の世界では２５×（ ）の（ ）の数

字を４で割るような計算をなぜするのかが理解できないのだ。（ではどうすれば…） 

そこで画用紙に直径１２センチの円を描き、それをピザを切るように内角９０°の扇形に

４等分し、そこに２５という数字を書いたものを３６枚作った。「では、２５×１２をカード

を使ってやってみよう」子どもたちは机の上に１２枚のカードを並べる。「うまく組み合わせ

てごらん。円はいくつできるかな？」目の前に直径１２センチの円が３つできる。「わかった。

４つ集まるひとつの円が１００だから３００」「なんで４つかやっとわかった」 

「Ｔｏ ｈａｖｅ ｏｒ ｔｏ ｂｅ」とエーリッヒ・フロム（精神分析医）は「人間の

欲求には〈持つ様式〉（所有欲）と〈ある様式〉（共にいる欲）の二つがある」と言う。自分

はこれまでの経験や学習を所有物として持つことを守ろうとし、子どもを支配しようとして

いたようだ。佐伯胖氏の言葉に出会って「子どもたちと共にあること。ときには自分を変えて

まで」の大切さに気づいた。フロムは「私たちが生きている社会は財産を取得し利益をあげ

ること（持つこと）に専念しているので、あるという存在様式のあかしは滅多に見られない」

とも言う。――自分は、「子どもたちと苦楽を共にする存在でありたい」と強く思う。 
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